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特定非営利活動法人ちくしっ子ネットワーク 

第 7 期（平成２４年度） 第２回 理事会 議事録 

 

１ 日時：平成２４年７月２１日（土）１９：３０～２１：３０ 

２ 場所：二日市北学童保育所 

３ 出席者：理事２３名（内議決権行使書提出者３名  

松村由加理事、渡辺愛子理事、福尾美由記理事）  

欠席１名（岡智美理事） 

監事 1名・窓口指導員２名・事務局２名 

議題 

１．理事長挨拶 

２．協議事項      ・・・・・・資料番号１、２ 

①法人組織および事務局強化・法人経営改善に係る定款変更（案）の趣旨及び

骨子について 

②その他規程等変更（案）について 

３．審議事項      ・・・・・・資料番号３、４ 

 ①事務決裁規程（案）について 

 ②文書取扱規程（案）について 

４．報告事項      ・・・・・・資料番号５ 

 ①学童と学校との連携 

 ②ドッジボール大会への福岡県ドッジボール協会からの審判派遣について 

議事に先立ち高木副理事長より資料の説明及び発言する際の注意事項と本理事会は理事２４名

中議決権行使書提出者３名を含む出席理事２３名で定足数を満たしており定款第３７条により有効

に成立する旨の報告がなされた。 

 

【議事の経過及び質疑応答】 

議題１ 理事長挨拶 

（横田理事長）より『今回から法人改革の実質的内容に入ることになる。今回の協議事項は改革の

中心となる定款の変更に係るところなので、審議事項とせず定款変更の趣旨の説明と質疑応答を

中心としたい。今回の説明の内容を各学童に持ち帰り、役員・指導員と共によく議論をお願いし、

次回以降の理事会で活発な議論をお願いしたい』旨の挨拶がなされた。※１ 

また、６月の理事会議事録の執行部からの補足の文中『前
．
年度のドッジボール大会・・・』を『過

．
年度
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のドッジボール大会・・・』と修正する旨の報告がなされた。 

 

議題２ 協議事項 ①法人組織および事務局強化・法人経営改善に係る定款変更（案）の趣旨及

び骨子についてと②その他規程等変更（案）について 

  （横田理事長）より、『法人組織および事務局強化・法人経営改善に係る定款変更（案）の趣旨

及び骨子について』と『その他規程等変更（案）』について資料番号１、２及び資料番号１の参考資

料をもとに説明がなされた。 

 

法人改革に係る定款変更の趣旨 

『ちくしっ子ネットワーク』は保護者を経営の主体とした学童保育のＮＰＯ法人であり、

保護者・先生方・行政の努力により、今日の発展を迎えているが、組織が大きくなった

ことや法人設立より 5年が経過したこともあって、法人経営はいろいろな規定上、その

運用上、運営上の問題を内包しているのが現状である。 

前述のとおり『ちくしっ子ネットワーク』は保護者を経営の主体とした学童保育で、

各会長は保護者を代表して、各学童の経営について、理事は保護者を代表して法人全体

の経営について責任を負っている。つまり自らの子どもに対する保育の内容・質を先生

方と協力して決定する権利を持つと同時に、雇用主として先生方に安心して働くことが

でき、質の高い保育が可能となるような環境の整備に努める義務を負っているというこ

とである。また、直接サービスを受ける子どもや保護者だけではなく、地域にとってな

くてはならない存在にする、なるということも、会長や理事の、そして法人活動の責務

である。法人設立後この 5年間で基礎固めを終え、これからさらなる発展の礎を築くこ

とがなにより重要であり、この改革の目的とするものである。 

行政のご理解を頂きながら、保護者と先生方との協働が『ちくしっ子ネットワーク』

の良さであり、民間企業による指定管理制度と一線を画す点で、この価値を保護者経営

として、これからも守っていかなければならない。 

以上の趣旨をもって、法人運営全般の改革・次なる法人飛躍へのステップを踏み始め

たいと考えている。まずは法人の憲法たる定款の変更の議論であり、定款を変える、変

えないは別として、改革にあたり法人のあり方を大いに議論することが大事である。こ

れを契機として、今一度ちくしっ子ネットワークのよさやその設立・存在の意義を考え

て頂きたい。 

 

定款変更に係る説明の要旨 

①原則、副理事長は 2名とするが、上限を４名と定め、状況によりその枠内で運用する。 

②定款、規程の定めのとおり常勤専務理事を設置する。 

③ＮＰＯ法改正対応により、理事長以外の理事は、法人の業務についてこの法人を代表し

ない旨の規定を追加する。 

④理事の任期を 2年に延長する。 

⑤現在、規定外に設置されている事務局長を明文化し、経営者（保護者）の代表である
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専務理事と職員の代表である事務局長を中心とした事業執行体制への組織再構築をは

かる。（全職員を事務局職員と定義づけ、人材の一体運用を可能にする。） 

⑥人事に関する管理部（役員会）の業務は、職員の採用・任用・異動・管理（育成）・退

職とし、運営部（会長）の業務は指導員の日常業務管理とする。 

⑦定款第３３条（理事会の権能）3項及び４項（人事の決議）は機能していないことから、

報告だけにする等運用を実情に合わせるか、人事権を理事長（執行部（役員会））と特

別委員会に再構築をするか、その両方をもってする。 

⑧諸問題解決のため顧問の設置条項を追加する。 

 

注）太文字は重要項目 

 

その他規程等変更に係る説明の要旨 

①上記変更に伴う定款細則・運営規程等の変更と規定間矛盾の解消を図る。 

②特に理事会に吸収され記載されている役員会の権能を明確化する。 

③上記を実施し、質の良い保育を担保し続けるためには、職員に対する環境整備（待遇改

善）は欠かせないことから、経営努力はするものの、保護者の皆様にはそれ相応の経済的

負担をお願いする可能性もある。 

 

（筑紫学童 上野理事）より『理事の任期が１年から２年になるが、子どもが３年生の保護者からは選

出しないことになるのか。』旨の質問がなされた。 

（横田理事長）より『３年生の保護者でも、本法人の趣旨を理解してくださり、引き続き、会員として当

法人に残って頂けるのであれば、特段問題はないと考えるが、わざわざ会費を払ってまで、理事を

するかなど、実情を考えると、ちくしっ子ネットワークと長く拘わって頂ける１年生もしくは２年生の保

護者からの選出がベストではないか。』旨の回答がなされた。 

（高木副理事長）より『下に兄弟姉妹がいる方などは適任ではないか。』旨の追加意見がなされた。 

 

（二日市東 井上理事）より『法人改革にかかる定款変更等の理事会協議または審議事項の内容

説明について各学童の理事等からの要請があれば、学童の役員会、定例会等に本部役員が赴い

て説明してもらえるのか。また、理事の任期が２年に延長された場合、学童での理事の選出方法は

決めるのか。』旨の質問がなされた。 

（横田理事長）より『学童に説明に行くのは可能であり、要望があれば積極的に応じたい。気軽に相

談してほしい。また、理事の選定法については理事の役割の重要性を認識頂いて、各学童で話し

合ってその任にふさわしい人を決めてもらいたい』旨の回答がなされた。 

 

（山口学童 濱崎理事）より『今後の方針・その他整備事項等において、役員選定方法の明文化、

選任方法の見直しについて記載があるが、今後は理事の中から本部役員を決めるのか』旨の質問

がなされた。 

（高木副理事長）より『執行部（役員）は理事の中から選ばれる（理事の互選）との定款の定めに従
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えば、選考委員は引き続き理事として残るのは当然のように思われる。そういう意味において役員

は理事の中から選ばれることになるし、選考委員はそのまま理事になる。』旨の回答がなされた。 

（横田理事長）より『慣習上、現在の役員選考会のあり方は必ずしもそうはなっていないのが現状で

ある。定款の趣旨、理事の重要性から考えれば将来にわたって、高木副理事長の言うような姿に変

更を議論すべきでないか。このことは、ちくしっ子ネットワークの運営のあり方に深く根ざさした核心

の部分でもある』旨の意見がなされた。 

 

（二日市北学童 杉村理事）より『学童に持ち帰った時、会長や副会長の任期が１年なのに理事の

任期が２年だと保護者の中から不満がでることが懸念される。』旨の意見がなされた。 

（横田理事長）より『理事の重要性や法人運営の趣旨を説明し、理解を求めていきたい。現理事の

方もご協力をお願いしたい』旨の回答がなされた。 

 

（二日市東学童 石井理事）より『８月は定例会がなく、次の定例会は10月である。役員会も開催の

予定がないため、今回の協議事項について学童での話し合いは難しい。よって、８月の理事会で

の当学童の意見返事は難しい。』旨の意見が出た。※１ 

（横田理事長）より『本件の内容は重要なので、意見集約が難しいようであれば急がず、本件の審

議は先送りして、来月は、別の件について審議をしてもよい。』旨の回答がなされた。 

（高木副理事長）より『筑紫学童の例で申し訳ないが、臨時で役員会を開いたり、必要であれば会

長の権限で臨時の保護者会を開くこともある。役員会や定例会に本部役員も出向いてもかまわな

いので早めの対応をお願いしたい。』旨の意見がなされた。 

 

（吉木学童 溝口理事）より『常勤の専務理事がいないことで、具体的にどのような不都合があるの

か。』旨の質問がなされた。 

（横田理事長）より『現在、常勤の決裁権限者がおらず、台風の対処など日常業務以外の急を要す

る問題の対処や法人運営に係る重要な判断について、タイムリーな対応が難しいのが現状である。

現場のことはそれなりの地位と知識・経験・権限を持った人が現場でしっかり対応するべきなのに今

はそれができていない。仕事を持った保護者である非常勤役員がそれらの対応するのは限界があ

る。また、理事会の議案は役員で起案・対応しているのが、今回のような特殊で専門的な提案や経

営に関する専門的な起案は役員にそれなりの知識と時間がなければ無理で、経営としてはそのよ

うな保護者が役員になってもらうことの偶然性を待っているわけにはいかない。今後誰が役員にな

ろうとも一定のレベル以上で経営に対処できる役員が必要である。ゆえに、常勤の専務理事の設

置は必須である』旨の回答がなされた。※３ 

 

（二日市東 井上理事）より『法人の改革の重要であることがわかった。しかし、指導員はどこまで理

解しているのか。』旨の質問がなされた。 

（窓口担当 井上指導員）より『改革案についての説明は受けているが、理解し、指導員会として統

一の見解がでるまでには至っていない。現在の理事の皆さんと同じ状況である。※４』旨の回答が

なされた。 
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（長谷監事）より『執行部の提案に対して、個別の改革案も重要であるが、ちくしっ子ネットワークの

設立の意義や保護者の果たすべき役割について、まずは保護者会で十分に考えてほしい』 旨の

意見がなされた。 

 

執行部より『定款変更（案）及びその他規程等変更（案）について』は、重要なので丁寧に対応し

たいので、意見・質問がある場合は、ＦＡＸでもかまわないので、送付してほしい旨の依頼がなされ

本日の協議事項を終了した。 

 

 

議題３ 審議事項 ①事務決裁規程（案）  ②文書取扱規程（案）について 

（横田理事長）より、事務決裁規程（案）及び文書取扱規程（案）について資料番号３、４をもとに説

明がなされた。 

 

特に意見はなく原案通り承認された。なお、規程の施行は来年の４月１日とする。各学童の会長に

は書式の制定分を含め１０月の代表者会議で説明する。また、①②案の軽微な文書の訂正、②に

おける別表の作成については付帯決議として役員会に一任された。※５ 

 

 

議題４ 報告事項 

 ①学童と学校との連携について 

 

（横田理事長）より資料番号５にて過日調査した学童と学校との連携状況についての報告がなされ

た。 

 

『将来的には法人としての組織立った連携にしていきたいので、各学童の理事・会長さんには他の

学童が学校サイドとどのような連携体制をとっているのか確認して頂き、さらなる学校との連携強化

のために報告書を生かしてもらいたい』旨の依頼がなされた。 

 

上記報告に対して特に質疑はなく説明は終了した。 

 

 

 ②ドッジボール大会への福岡県ドッジボール協会からの審判派遣について 

 

  （津田副理事長）より『一部ルールの変更を承諾すれば、派遣審判の交通費・食事代などの実

費分を除き、無償で交代要員を含め 16 人の主審を派遣できる』旨の報告がなされた。※６ 

 

上記説明に対して特に質疑はなく報告は終了した。 
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 最後に高木副理事長より次回の理事会の日程と場所の説明がなされ散会した。 

 

２１時３０分終了 

 

 

※１ この変更案は現在のところ議論のたたき台に留まっている。十分議論を尽した上で               

審議事項として上程する。 

※２ 半数近くの学童では 8月は定例会や役員会は開かれない。 

※３ 緊急の対応として台風対応のほか、発砲事件の対応があった。人事の掌握について         

非常勤の保護者役員では職員全員の人格・識見・能力の見極めは非常に困難であるこ

とからも、常勤の専務理事の必要性が見出せる。 

※４ 職員に対する説明は主任者会議の場において逐次行う予定である。過日、改革に関す

るアウトライン並びにスケジュール説明及び、それに対する指導員の質問事項につい

て回答を行ったところである。 

※５ 書式・・・超過勤務命令（伺い）休日出勤命令（伺い）出張命令（伺い）会議復命、 

        出張復命、伺い書（起案書） 

   別表・・・種類別・年限別書類管理表 

※６ 理事会終了後、詳細については交流担当理事（二日市東・阿志岐）と窓口指導員（井上氏、

赤崎氏）にて協議 


